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「山口県医師確保計画」の策定について 
 

１ 概要 

 「医師偏在指標」に基づく、本県における医師の確保に係る医療提供体

制の確保に関する基本的方針を定めるもの。 

 第８次山口県保健医療計画の策定（第７次山口県保健医療計画の改定）

にあたり、これまで別冊としていた医師確保計画を保健医療計画本体へと

統合する。 
 
２ 計画の位置づけ 

○医療法第３０条の４第１項に規定する県保健医療計画の一部 

○医療法第３０条の４第２項第１１号に規定する事項 
 

３ 計画期間 

令和６年度(2024年度)から令和 11年度(2029年度)（６年間） 
＊令和８年度(2026 年度)までの前期と、令和９年度(2027 年度)以降の後期の２段階。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

４ 山口県医師確保計画の概要 
（１）医師偏在指標に基づく医師少数区域・医師多数区域等 

保健医療圏 医師偏在指標 全国順位 
少数・多
数の別 

医師少数スポット 

山口県 ２２８．０   ３２位 少数  

岩国 ２２３．９  ９９位 多数 
旧錦町地域 
旧美和町地域 

柳井 １４３．５ ３０８位 少数  
周南 １９２．１ １８６位   
山口・防府 ２２３．４ １００位 多数  
宇部・小野田 ３２４．２   ２９位 多数 美祢市 

下関 ２２４．３  ９８位 多数 
旧豊田町地域 
旧豊浦町地域 

長門 １３９．５ ３１４位 少数  
萩 １８３．５ ２２９位 ※   萩市 

全国平均 ２５５．６    
      注）全国順位は、47都道府県ごと、2次医療圏は 335医療圏で算出 
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（２）医師確保の方針 
 ①県 

○ 医師の時間外・休日労働時間の上限規制適用や、年々増加する女性医
師の割合などを背景に、若手医師の確保を中心に取り組んできたところ。 

 
○ これまでの取組を踏まえ、引き続き県全体としての医師総数を確保す
る。 

 

 ②二次保健医療圏 

多数・少数等 医師確保の方針 

医師少数区域 
将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向
け、保健医療圏内の医師数を増やしていく 

医師多数区域 
将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向
け、保健医療圏内の医師数を維持する 

多数・少数のいずれに

も該当しない区域 

将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向
け、保健医療圏内の医師数を維持する 

医師少数スポット 
将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向
け、当該地域内の医師数を増やしていく 

 

（３）目標医師数 
 ①県全体の目標医師数 

2020年実医師数 2026年目標医師数 2036年目標医師数 
３，４９１人 ３，５１９人 ３，６５０人 

 
②各区域の目標医師数 

二次保健医療圏 
少数・ 
多数の別 

2020年実医師数 2026年目標医師数 

岩国 多数 ２９８人 ２９８人 
柳井 少数 １５２人 １７０人 
周南  ５１０人 ５１０人 

山口・防府 多数 ７１５人 ７１５人 
宇部・小野田 多数 ９８９人 ９８９人 

下関 多数 ６７８人 ６７８人 
長門 少数  ５６人  ６６人 
萩   ９３人  ９３人 

 
 
（４）目標達成に向けた施策等 
①医師少数区域等への医師の効果的な配置 

 ②本県医療を担う医師・医学生の確保 
  ■医師修学資金の貸付 ■山口大学医学部における地域枠の設置 
  ■地域医療を支える医師確保の促進 ■高齢医師の活用の促進 
 ③臨床研修医の確保 
 ④専門医の養成 
 ⑤医業承継の推進 
 ⑥勤務環境の整備 
 ⑦情報発信等 
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（５）産科医・小児科医に係る医師確保計画 
①産科における医師偏在指標に基づく相対的産科医師少数区域等 

周産期医療圏 医師偏在指標 全国順位 区域設定 

山口県  ９．５   ３１位 少数県に準じる県 

岩国、柳井   ６．１ ２４４位 少数区域 

周南   ７．８ １８０位 少数区域に準じる区域 
山口・防府、萩  ９．９ １１２位 少数区域に準じる区域 
宇部・小野田 １５．５   ３４位   
下関、長門   ８．３ １６２位 少数区域に準じる区域 
全国平均 １０．６   

注）産科における医師偏在指標の全国順位は、47都道府県ごと、 
周産期医療圏は、分娩実績のある 278周産期医療圏で算出 

 

 ②産科医確保に向けた基本方針 
  ○県 
   ■将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向け、県全体とし

て産科の医師（分娩取扱医師）の総数を増やしていく。 
 
  ○各周産期医療圏 
  （相対的産科医師少数区域、相対的産科医師少数区域に準じる区域） 

■産科の医師（分娩取扱医師）の総数を増やしていく。 
 
  （相対的産科医師少数区域等に該当しない区域） 
   ■必要な産科の医師（分娩取扱医師）の確保に取り組む。 
 

③小児科における医師偏在指標に基づく相対的小児科医師少数区域等 
小児医療圏 医師偏在指標 全国順位 区域設定 

山口県 １１５．０   ２５位 少数県に準じる県 

岩国 １１５．８ １１６位 ※           

柳井、周南   ９０．３ ２１７位 少数区域 
山口・防府、萩 １１２．４ １２４位 少数区域に準じる区域 
宇部・小野田 １６０．７   １９位   
下関、長門 １０１．５ １７０位 少数区域に準じる区域 
全国平均 １１５．１   

注）小児科における医師偏在指標の全国順位は、47都道府県ごと、 
小児医療圏は 311小児医療圏で算出 

 
 ④小児科医確保に向けた基本方針 
  ○県 
   ■将来にわたる持続的な地域医療提供体制の確保に向け、県全体とし

て小児科の医師の総数を増やしていく。 
 

  ○各小児医療圏 
  （相対的小児科医師少数区域、相対的小児科医師少数区域に準じる区域） 

■小児科の医師の総数を増やしていく。 
 

（相対的小児科医師少数区域等に該当しない区域） 
   ■必要な小児科の医師の確保に取り組む。 
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 ⑤産科・小児科の医師確保に向けた施策等 
  ○ 医師修学資金の特定診療科枠に産婦人科・小児科を指定し、修学資

金の貸与や県地域医療支援センターにおけるキャリア形成支援等の取
組等を通じ、周産期医療・小児医療を担う医師の養成・確保に努める。 

 
  ○ 産科医の処遇を改善するため、分娩手当や産科専攻医への手当を支

給する医療機関への補助の実施。 
 
  ○ 子育て世代医師にも対応した勤務環境改善の支援。 
 

６ 策定スケジュール 
  令和５年１０月 山口県医療対策協議会（素案協議） 
      １１月 山口県医療審議会（素案審議） 
      １２月 県議会環境福祉委員会（素案報告） 
          パブリック・コメント実施 
  令和６年 ２月 山口県医療対策協議会（最終案協議） 

山口県医療審議会（最終案審議） 
３月 県議会環境福祉委員会（最終案報告） 

          計画策定・公示 


